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1特集=2塒 間学習シ貯 ムの礁 に向1テコ

24時 間学 習 システム

生活環境学部 生活環境学科

植 野 洋 志

平成15年4月 に本学 に総合情報処理 セ ンター(総 情)が 新設 された.こ れ まで にない多 くの機能 と

責務が総情 に課せ られて いるが,そ の 目玉 として 「24時 間学習 システム」が設 置 され機能 を開始 して

い る。本稿 では,ま だ馴染 みのない 「24時 間学習 システム」 について ご紹介 させていただ く。

1,は じめに

まず は じめに,な ぜ 「24時 間学習 シス テム」 な るものが考案 されて,設 置 され るに至 ったのか,そ

の背景にっいて述 べてみ る。

大学 とい う場 は,我 が国 に限 らず世界的 に特異 な位置づ けをされ ている。 なん にせ よ,そ の国の将来

を担 う人材 を育成 する場で ある ことには昔 も今 も変 りが ない。 その大学 に学ぶ のは,義 務 教育 と高等教

育で いわ ゆる教科書 レペルの知識 を詰 め込 まされて,や っとこれか ら自由な発想の もとで学問を しよう

と意気込 んで入学 してきた学生諸君 である白 しか し,人 類 の凄 ま じいばか りの技術革新 や急速 な時代 の

変化 のためか,学 生諸君 の学ぶべ き材料 は一昔前 に比べ ると数倍多 くなって お り,と て も今の大学で は

消化 で きない。 さ らに,現 代 の学生諸君 にと っては,文 明 の利器(携 帯電話 など)を 活用す るあま り,

その代 償 と して多額 の資金が必要 で,そ の資金稼 ぎの時間 のために勉学 に必要 な時間を割か ざるを得 な

い状況 であ る。 これ らに輪 をか けて始末が悪 いのが,昨 今 の大学 の教官 の忙 しさであ る。大学の教授 は

時間を もてあます ほど研究 のアイデ ィアを練 ることがで き る,と い うことを聞 き,そ れ を夢見て大 学教

授に なったが,現 実 は,一 日に数 回の会議が ほぼ隔 日にあ り,空 いて いる 目は,学 部 ・大学院生相手の

講義 とその準備 に追 われる毎 日である。 これでは,学 生 も教官 もお互 いにそれ ぞれの目標 に向か って は

進め ないではないか。人材の育成 などとい うこととは程遠 い大学が そ こにあるの である。

以上の ことは,あ る教授の独 り言 と思 っていただいて もよいが,ど うすれ ばこれ らの問題 に効率的 に

対応す るかを真剣 に考 える時期 である ことは確 かで あ る。大学 の統廃合や法人化 などの大学 改革 は,基

本的 にはその ような対応策 の一 っか もしれない。 しか し,本 学 にお いては,情 報処理 セ ンター時代の財

産で ある1Gbpsで 稼動す る学 内ネ ッ トワーク回 線が ある ことよ り,こ の ネ ッ トワーク回線 を有効 に利

用す る ことで,効 率の よい教 育 システムを開 発 しよ うと して生 まれ たのが 「24時 間学習 システム」 で

あ る。 決 して教官 を24時 間教育活 動 に駆 り立 てた り,学 生 に四六 時中勉 強 させ よ うとす る システ ムで

はない。 また,確 固 たる教育 を行 うこ とは人材育成 の基礎 であ り,世 界 に通用す る研究の基盤 とな るも

のであ ることは歴史的 に も明 らかで あ る。文部科学省 との折衝 において,総 合情報処理 セ ンター設立 の

目的は研究 基盤の充実であ るとされて いたが,「24時 間学習 シス、テム」 を中心 に教育面 での効 果を全面

に押 し出 して も,な ん ら問題 とな ることはなか った。で は,そ の概要 にっ いて触 れ る.
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2.24時 間学習 システム構築 の概要

24時 間学習 シス、テムは,総 合情報処理 セ ンターの中核 となる もので,そ の特色 とな る概念 は:

O学 生 の学 力低下を補 う。

O学 内の教 材開発能 力を引 き出す.

Oフ ァカルテ ィディベ ロップメ ン ト(FD)に 関連付 ける。

O国 際化 に向 けての外国語 習得 を支 援す る。

○女性 の生 涯学習の基盤 となるネッ トワーク関連知 識の習得 を目指 す。

O学 内組織 を機能 的に融合 させ る媒 体 とな る。

以上のよ うに,幅 広 いコ ンセ プ トを網羅 す る新 たな試 みである。

24時 間学習 システムの運用 の骨格 となる ものを列挙す る。平成16年1月 の時点では,24時 間学習 シ

ステムはまだ仮稼動の状 態であ り,こ こに挙げ る要素 は今後 の 目標 と受 け取 っていただいて もよい。

O教 育 教材サ ーバ ーを設置す ることで,24時 間学習 システム用教材を独立 して管理運営 す る。

O語 学(言 語)学 習 サーバ ーを設置す ることで,語 学(言 語)学 習教材 を管理運営 す る。

Oチ ャ ッ ト形式を取 り入れた時間制質疑 応答 も しくはオ フィスア ワー制度 を運用 する ことで,必 要

であれば,通 常の勤務 時間外 での教官 あ るい はテ ィーチ ングア シス タン トとの質疑応答 を可能 と

す る。

O教 材配信サ ーバ ーを設置す ることで,ビ デオやアニ メー シ ョンなどの動画 を含むマルチメデ ィア

的教材の配信 を行 う自

O教 育教材制作 ワークステー ションを設 置す ることで,動 画など最新 の映像技術 を含ん だマルチメ

デ ィア的教材の制作 とそのための技術支援体制 を整え る。

024時 間学習 シス テムは附属学 校園 まで拡 張 し,大 学 と附 属学校園 を結 び付 けて いるアカ デ ミッ

クガ イダ ソスなどの活動 と連携 す る。 そのために,附 属学校 園に専用 サーバーを設置す ると同時

に、 附属 学校園 とのネ ッ トワー ク回線 を高速 化 し,容 量 を増 やす。

○夜間 の自宅などよ りの学内への通信 を確保 する。 そのために,学 外 よ りの撞続 を高速化す る。 キ ャ

ンパ ス内 よ りは24時 間 アクセスを可能 にす るPCル ームを学 生寮や学 内要所 に開設す る。 また、

学 内ネ ッ トワー ク網の基幹 回線 にっいては.回 線 の並列化 を実現 し,ト ラフィックを分散す る。

○学生 ・教職 畳の ネッ トワー ク接続 の際 の認証 システムを行 うサーバ ーを設置す るこ とで,不 正 ア

クセ スを許可 させない。

以上 の要求 を満 た し,最 小限の設 備投瞥で選択 されたのがW。bCTを プ ラッ トフォームと した現在稼

動 してい るシステム とな る。

3.24時 間学習 システムの構成

3.1.WebCTの 選択

前述 したように,24時 間学習 システムには明確 な設置 目標が あった。 その時点 で は,ご く普通 のホー

ムペー ジにセキュ リテ ィ対策を施 し,リ ンクをはることで教材 にアクセ スす る単純 な形での スター トを

一9一



24時 間学習 システム

考 えていた。 ところが,既 に多 くの イ ンターネ ッ ト活用型学習 システムが市販 されてお り,そ れ らはア

メ リカを中心 と してかな りの実績 と成果が上 ってい る ことが判明 したので,本 学 の目標 とす る仕様 に近

く,し か も,国 際交流が活発 になると考 え られ る昨今,国 外の提携校か らの アクセス も可能 で,で きる

だ け業 界のス タ ンダー ドと考 え られるWebCTと い うプ ラ ッ トフォームに注 目 したのであ る。 幸 いに,

平 成14年 度の学 長裁量経費が採択 され たことにより,24時 間学習 システムを最低 限ス ター トで きる状

態にす ることを念頭 にお き,WebCTサ ーバ ーを中心 に機 器を配 置す ることに な った。

3.2.構 成 機 器

24時 間 学 習 シ ス テ ム の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と して は,W已bCTサ ー バ ー(田M@呂 εrΨerxSerie8235,

IntelX¢on2.4GHπx2,2GB内 臓 メ モ1Dが 稼 動 し て い る.動 画 取 り込 み ・編 集 用 ワ ー ク ス テ ー シ ョ

ン と して は,CanopusREXCEEDノ ン リニ ア 編 集 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(モ デ ル2000)が 導 入 さ れ,ビ

デ オ テ ー プ な ど の ア ナ ロ グ デ ー タを デ ジ タル 化 し た り,タ イ トル や ナ レ ー シ ョ ン を 挿 入 した りの 編 集,

mpegな ど様 々 な画像配信 フォーマ ッ トに変

換 した りの作業 を行 えるよ うになっている.

さ らに,プ ロ仕様 の ビデオカメ ラを備 え,授

業 な どの録 画が可能 であ る。

3.3.WebCTの 概 略

W已bCTの 詳細 につ いて は,別 章 に譲 り,

こ こ で は概 略 だ け 説 明 す る。 図1は,

奈良女子大学24時 閏学習 システムへ の入 り

口であ る。 ここか ら 「コースの表示」 に入 る
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と,図2の よ うにな り,受 講で きるコースの リス ト

を見 ることがで きる。 コース欄の情報 の①マー クを

ク リックする と,シ ラバ スあるいは担当教官が作成

した コース概要 を閲 覧で きる。外部者 はコースへの

登録 な くして(正 規 の学生で な くて も)こ の コース

欄 の情報 を閲覧 で きるこ とになり,シ ラバ スの公 開

が可能 とな る。

そ こで,WebCTに ロ グイ ンした場 合,1)コ ー

ス コ ンテ ンッと関連教材,2)ゴ ミュニケー シ ョン

ツール,3)ス タデ ィッール,そ して4)評 価 ツー

ル とい うアイ コンが現れ る。 例 と して 「別 時間学

習 システム」 とい う名前の コースに ログイン した場

合 を図3に 示 す。1)コ ース コンテ ンツおよび関連
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教 材 に は,1-Dシ ラ バ ス,1-2)カ レ ン ダ ー,

1-3)コ ン テ ン ツ モ ジ ュ ー ル,1-4)用 語 集,1-

5)検 索 な ど が 用 意 さ れ て い る。1-1)シ ラ パ ス

で は,シ ラ バ ス を 表 示 で き る が,コ ー ス に ロ グ イ

ン し な い と 閲 覧 で き な い。1-2)カ レ ン ダ ー で は,

コ ー ス ス ケ ジ ュ ー ス の ほ か,各 人 の ス ケ ジ ニ ー ル

を 書 き 込 め る よ う に な っ て い る 。 も ち ろ ん,休 講

の ア ナ ウ ン ス メ ン ト も ネ ッ トを通 して で き る。1-

3)コ ン テ ン ツ モ ジ ュ ー ル に は,教 材 を テ キ ス ト

フ ァ イ ル,htmlフ ァ イ ル,ズ εワ ー ポ イ ン トフ ァ

イ ル,pdfフ ァ イ ル,あ る い は,動 画 フ ァ イ ル な

ど で 配 置 で き る。1一 の 用 語 集 で は,最 低 限 覚 え

三"1即 ぞ誓 」.一
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図3コ ースヘログインした時の画面

て欲 しい用語 や,辞 書 の代 わ りになるような専門用語 などを提供 で きる。2)コ ミュニケー シ ョンツール

で は,2-1)メ ール,2-2)掲 示板,2-3)チ ャッ ト,2一 の ホワイ トボー ドなどを提供で きる。特に

チャッ トで は,教 官や ティーチ ングアシス、タン トがオフ ィスアワーを設定 して,そ の時間帯 にお いて学生

との質疑応 答 などカ{実現 で きることよ り,テ ィーチ ングァ シス タン トの積極的 な授業への参加 が可能 と

なる。3)ス タディツールで は,3-1)ホ ームペー ジ、3-2)プ レゼ ンテーシ ョン,3-3)MyProgr白 錦

が提供 され,学 習成 果や課 題 を公 開 した り,WebCTへ の アクセス状況 を把握 した りで きる.4)評 価

ツールで は,4-1)課 題4-・2)セ ル フテス ト,4-3)テ ス ト,4-4)MyGrad白 が提 供 され る自4-

1)課 題 において は,特 定 ・不特定 の学生 を対 象 と した レポー ト課題 などを提供 で きる。 ネッ トにて提

出 も可能 で,課 題 に対す る評価 は4-4)MyGrad已 に反映 され る。4-2セ ルフテス、トは,選 択問題形

式で解答 させ,間 違 った場合 はなぜ間違 っているかを表示す ることがで きる。4-3)テ ス トには,選 択,

整合,計 算,短 答,小 論 文形式の5種 類 が選 べ る.解 答 を予 め与 えておける問 いに関 して は,指 定 の点

数配分 された結 果を反映 して答案は 自動 的に採点 され る。各問 いに対 しての成績分布 などの統計的 な数

値 も得 る事がで きる。課 題や テス トを受験 で きる学生 を指定 した り,期 日を指定 した り,成 績の公開 ・

非公開 などの設定 も行え る。学生 は自分 自身 の成績 を4-4)MyGradε を通 して把握す ることがで きる。

4.24時 間学習 システムを始めてみての現状 と問題点

イ ンター ネ ッ トを使 って の情報 発信 はホー ムペ ー ジの開設 などで昨今 では珍 しい ことで はない。24

時間学習 システムの特色 は,あ くまで もイ ンターネ ッ トを利用す ることであ り,基 本的 にはホームペ ー

ジの開設 と変 わ りはないのである。生ず る問題 などは,一 般的 なホームペー ジサーバ ーの運用 と重 複す

る ものがあ るので,こ こでは,24時 間学 習 システ ムに特化 した次の点 にっ いて述 べ る。

4.1.シ ステム運用 に関 して

現在のところ左程の問題なく稼動 している。ただ し,W曲CTと いうプラットフォームは,Wind⑪ 鴨Mao
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Unixと い う様 々なOSを 備え たPC端 末 よ リァ クセスで きるが,Ma。 の場合 は,OSに よって はW已b

CTの 機能 を フルに活用 で きない ことによ り,推 奨 は されてい ない。現在稼動 して いるサーバ ーはあ く

まで も暫定的 な もので あるた め,今 後,WebCTが 飛躍 的 に利用 されだす と,バ ックア ップ サーバ ーの

設 置 によ り完全 な24時 間稼動体制 を確立す る ことと,学 内 ネyト ワー ク網 の さ らなる拡 充(特 に幹線

においての並 列化配線 の完備),画 像配信サ ーバ ーの設置 などは必須 となる。

平成15年 度 の開 始時 において,全 学 の学生 がWebCTを 利用で きるよ うに,全 員 を登録 す る作 業 を

総 合情報処 理 セ ンターにおいてなされ た。登録名 は,既 に学生 に配布 されて いる電子 メール ァ ドレスを

一部変形 す るが,共 有 す る形 でなされ る。学生 は,登 録名 をそのままユーザ ー名 とパ スワー ドと して ロ

グイ ンし,す ぐさまパ ス ワー ドの変更 を行 うことで セキ ュ リテ ィを確保 してい る。 この時点 の登 録 は

WebCTへ の登録 であ り,受 講す る教科科 目(コ ースとも呼ぶ)に は登録で きてい ない。

各学 年始め に生 じる問題 にっいて触れ る。4月 の時点 で は,教 官 に とづては,ど の学生が 自分の授業

を履 修す るかが判明 して お らず,WεbCTを 授業 の補助 教材 と して活用す るに して も,学 生 の側で は利

用 す ることがで きない。教務課 よ りの履修者 リス トに もとつ いてWebCTの 各 コース、へ の学生登録 が可

能 であればよいが,学 年始 めで は,教 官あ るいは教官の権限 を持っ者が マニュアルで学生の登録 をす る

か,そ れ とも,学 生 自身が登録す るセル フ登録 の設定を行 う必要が ある。前者の場合、教官側 に,セ ン

ター もしくは教務課よ り,受 講対象 となる学生達のWebCT登 録名 リス トを提供 して もらわねばな らない。

4.2.教 材作成 を担 当す る教官側 に関する点

教材をW臼bCTに のせ る作 業 は,最 も重要 な作業 の一つで あろう。 総合情報処理 セ ンターには、教材

作成支援体制 を整え るべ く,専 門 とす る職 員が配置 され ている6幾 人か の先生方 は,他 の先生方が 自身

の担当す るコースを 自由に閲覧 し参考 にでき るよ うにW曲CTの 内容 を公開 されて いる。 ぜひ,機 会が

あれば,FD活 動 の一環 と して,そ のよ うな先生 方のW¢bCTサ イ トを訪問 して ご自身 の教材 作成への

参考 に してい ただ きたい。

欧米の大 学で は,教 材作成 の支援 システムが充実 してお り,定 期的 な技術指導 セ ミナー,教 材作成 ソ

フ トの貸 し出 し,学 生 を雇用 した教材作成支援 チームの結成 な ど様 々な取 り組みが行われ ている。本

学 において も,一 部で はあるが,教 材 作成 ソフ ト・機器 の貸 し出 し,教 材作成支援 は実現 して いる。

今後 は,学 生 の育成 とい う立場か ら,学 生が教材作成 に積極的 に参加で きる体制作 りが望 まれ る。 さ

らに,教 材作成 に対す る ソフ ト・ハ ー ド面での支援体制 の整備 も望 まれ る。例 えば,高 額 な ビデオ関連

ソフ ト(特 に,バ イオの先端 的な教材作成 に必須 なIn薯ightな ど)や 画像 編集装置な どは教官の身近 で

利用 で きるよ うに ライセ ンス取得(フ ローテ ィング ライセ ンス)や 各学部 に分散的 に設 置す るなどの配

慮 が必要で あ る。

4.3,教 材 を利用す る学生側 に関する点

学生 側か らの質問の多 くはログイ ンに関す る ことで あった。WebCTの 利用 に関 しては,高 い関 心を

示 した ものが多 く、100回 を超 えるアクセ スを記録 した学生 も多 くいた。 その学生 の意 欲に答 え るため
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に も,よ り内容の濃 い教材の作成 が望 まれ る。

4.4,そ の他

試験的 に授業評価 ア ンケー ト調査 をWobCTで 行 った。 その結果を,テ キ ス、トファイル と して打 ち出

し,簡 便 にMSEx。 ε1に読 み込 ませて統計処理 で きることが示せた。 これ によ り,こ れ まで教 務課 や各

学部 の教務委員会 で行 って きた授業評価 ア ンケー ト調査 がWebCTで 実行 で き、全学共通科 目に関 して

は採用 して いた だ くことにな づた白

5.24時 間学習 システムの将来

24時 間学 習 システムを計 画 した段階 で特色 と した項 目のなかで,WebCTを 採用 する ことで多 くが実

現 に向 けて動 き出 したこ とは喜 ば しい。 また,今 後,語 学学 習(CALL)シ ステムが稼動 し,画 像配信

システムが 設置 され る と,24時 間学 習 システ ムのすべ ての機能(能 力)が 発揮で きる状 態にな り,よ

り高 い レベルでの教育効果が期待 で きる。 さらには,教 官 各位への周知 が徹底 す ることで,よ り多 くの

分野での活用がな され,様 々な形 で学生 の能力を引 き出す ことが期待 で きる。

今後 は,既 存 の教育科 目の補助教育手段 と してで はな く,生 涯学習,サ テ ライ トキ ャ ンパ ス,そ れに

附属学校園 など学 内外への情 報発信 源 と しての位 置づけ を もち,女 子 大学 と しての特色 を発揮 で きる手

段 と して活用す ることを祈念 す る。
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